
日本の耐震工学をさらに一歩
前進させられる人材を目指して

建設物価調査会の総合研究所では、次世代を担う若者の

育成・支援や様々な研究を通して建設事業の健全な発展

と活性化に寄与する研究支援プロジェクトを行っています。

その一環として、広く建設に関係する研究室を紹介します。

未 来を
創　る
研究室
建設業の次世代を担う
大 学 研 究 室 訪 問
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世の中の役に立つ研究で
100年後の耐震工学に貢献したい

　高知市の中心地から東に車で小一時間走っ
た場所に、高知工科大学の香美キャンパスは
ある。豊かな緑に囲まれ、クラシカルなレン
ガ造りの外観で統一された一連のモダンな建
物群は、その見た目から、大学というよりは
欧州のリゾートホテルのような印象を受ける。
1997年に開学した同学では、土木と建築の
垣根を取り払い、その両方を一体的に学ぶカ
リキュラムを採用している。さらに二つの共
通領域である「景観デザイン」や「防災シス
テム」、「プロジェクトマネジメント」といっ
た分野も学ぶことができ、それが魅力で同学
に進学する学生も多いと聞く。
　建設工学全体を幅広く学べる同学において、
鈴木卓准教授の専門は、コンクリート構造に
よる耐震工学である。南海トラフ地震の被害
が想定される静岡県出身の鈴木先生は、幼い
頃から地震について考える機会が多くあった
こともあり、将来は漠然と耐震設計に係わる
仕事に就くことを考えていたという。大学で
耐震工学を学ぶにつれ、耐震設計の対象が個
別の建物から日本全国の建物、つまりは耐震
構造の在り方へと移っていき、恩師のご指導
もあって、研究者を志すことになった。
　鈴木先生の研究テーマのひとつであるCES
構造は、鉄骨と繊維補強コンクリートから構
成されており、高い耐震性と優れた施工性を
持った次世代の構造形式である。2022年3月
には、鈴木先生も分担執筆された『鉄骨コン
クリート（CES）造建物の性能評価型構造設
計指針（案）・同解説』が日本建築学会から発
刊され、これからの普及が期待されている。
　「この研究がこれからの社会でどれだけ受
け入れられるかは分かりません。しかし、社
会全体の役に立つと信じて、研究に取り組ん
でいきたいと思っています。」
　今欲しいモノは「未来を見に行けるタイム
マシン」だという鈴木先生は、この研究室か
ら100年後の耐震工学に貢献する学生が出て
くれることを期待している。

１｜県内屈指の桜の名所である鏡野公園から繋がっている香美キャンパス
２｜研究室に所属する4年生と大学院生との集合写真
３｜日本建築学会から発刊された書籍を手にする鈴木先生
４｜大型機械の他に、様々な器具や装置が整然と並ぶ実験室
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高知工科大学
システム工学群　建築・都市デザイン専攻

鋼・コンクリート構造学
研究室
鈴木 卓 准教授 博士（工学）
2009年3月　 豊橋技術科学大学工学部　卒業
2011年3月　 豊橋技術科学大学工学研究科　修了
2014年3月　 大阪大学工学研究科地球総合工学専攻 修了
2014年4月　 大阪大学大学院工学研究科　助教
2019年4月　 高知工科大学システム工学群　講師
2022年10月　高知工科大学システム工学群　准教授（現在に至る）

SUZUK I  SUGURU

専門分野｜鉄筋コンクリート構造、鋼コンクリート合成構造、耐震設計
研究テーマ｜現在、我が国のほぼ全域が大地震の活動期にあるとい
われており、居住者・利用者が安心して過ごせるような耐震性能を
持つ建築構造物の開発・設計・施工がとても重要です。当研究室で
は、鉄筋コンクリート構造部材の構造性能の把握、新たな合成構造
の開発および地震動が建築構造物の耐震性能に及ぼす
影響を明らかにすることで設計・施工者だけでなく社
会全体への成果の還元を目的とした研究活動を行って
います。
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未来を未来を
創　る創　る創　る創　る創　る総研創　る創　るPresents創　る

研究室研究室
最近の研究テーマ

「破壊の予測」ができる技術者に
ほとんどの設計作業をＰＣで行う時代になっても、
それはあくまでツールであって、作業の主役は人間
です。「破壊の予測」を通じて、安心・安全を判断で
きる能力を身につけてもらいたいと思っています。
あとは、「情けは人の為ならず」「むずかしいことを
やさしく」の３つをモットーに指導しています。

指導方針

学 生 イ ン タ ビ ュ ー ＊「学年」は2022年9月の取材当時のものです

西
野
天
駿
（
に
し
の
た
か
と
し
）

修
士
１
年
　
佐
賀
県
出
身

趣
味
：
コ
ー
ヒ
ー
や
イ
ン
テ
リ
ア
な
ど

友
達
の
家
で
ダ
ラ
ダ
ラ
す
る
の
も
好
き

中
島
真
吾
（
な
か
し
ま
し
ん
ご
）

４
年
　
宮
崎
県
出
身

趣
味
：
８
月
に
野
球
の
全
国
大
会
に
出
場
し

13
年
間
の
野
球
人
生
を
出
し
切
り
ま
し
た

今
井
真
奈
美
（
い
ま
い
ま
な
み
）

４
年
　
三
重
県
出
身

趣
味
：
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
映
画
を
見
て

新
し
い
知
識
を
得
る
の
が
楽
し
い

実
験
は
成
果
が
目
に
見
え
て
分
か
る
の
で

と
て
も
や
り
甲
斐
を
感
じ
て
い
ま
す

　
父
親
が
建
設
産
業
に
携
わ
っ
て
い
る
た
め
、
小
さ

い
頃
か
ら
兄
と
共
に
建
設
に
関
し
て
教
わ
る
機
会
が

多
く
、
よ
り
詳
し
く
学
び
た
い
と
思
い
、
建
築
系
学

科
を
探
し
て
進
学
し
ま
し
た
。

　
元
々
の
志
望
は
デ
ザ
イ
ン
系
研
究
室
で
し
た
が
、

学
ん
で
い
く
う
ち
に
自
分
に
は
向
い
て
い
な
い
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
２
年
生
の
時
、
鈴
木
先
生
の
構

造
力
学
の
講
義
が
と
て
も
面
白
く
、
試
験
で
も
良
い

成
績
だ
っ
た
の
で
、
構
造
系
の
方
が
向
い
て
い
る
と

感
じ
、
こ
の
研
究
室
を
志
望
し
ま
し
た
。

　
研
究
室
に
入
っ
て
す
ぐ
に
実
験
担
当
を
任
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
手
探
り
な
が
ら
も
な
ん
と
か
無
事
に

実
験
を
終
わ
ら
せ
ら
れ
た
こ
と
は
、
大
き
な
達
成
感

と
そ
の
後
の
自
信
に
繋
が
り
ま
し
た
。

　
将
来
は
、
構
造
設
計
事
務
所
の
設
立
が
夢
で
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
今
の
う
ち
か
ら
勉
強
し
て
、
知
識

を
身
に
つ
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

野
球
で
身
に
つ
け
た
協
調
性
と

相
手
に
対
す
る
気
配
り
の
心

　
子
供
の
頃
、
実
家
の
隣
に
一
軒
家
が
建
つ
様
子
を

見
て
、
建
築
と
い
う
分
野
に
惹
か
れ
ま
し
た
。
中

学
・
高
校
と
理
系
科
目
が
得
意
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

将
来
は
自
分
の
得
意
分
野
を
活
か
せ
る
職
業
に
就
き

た
い
と
、
小
さ
い
頃
に
憧
れ
た
建
築
の
道
へ
と
進
み

ま
し
た
。

　
私
は
13
年
間
、
野
球
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
野
球

は
チ
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ
な
の
で
、
仲
間
と
の
信
頼
関
係

が
築
け
て
い
な
け
れ
ば
プ
レ
ー
も
上
手
く
い
き
ま
せ

ん
。
仲
間
へ
の
協
調
性
も
重
要
で
す
が
、
ど
ん
な
時

に
も
相
手
に
対
す
る
気
配
り
を
忘
れ
な
い
こ
と
が
チ

ー
ム
か
ら
信
頼
さ
れ
る
秘
訣
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
４
月
か
ら
は
、
地
元
の
発
展
に
関
わ
り
た
い
と
思

い
、
宮
崎
の
ゼ
ネ
コ
ン
に
就
職
し
ま
す
。
若
い
う
ち

に
様
々
な
現
場
を
経
験
し
て
資
格
を
取
得
す
る
な
ど

し
て
、
早
く
現
場
所
長
と
し
て
社
会
貢
献
す
る
の
が

今
の
目
標
で
す
。

慎
重
す
ぎ
る
性
格
だ
か
ら
こ
そ

安
全
を
あ
ず
か
る
構
造
設
計
に
携
わ
り
た
い

　
趣
味
の
街
歩
き
で
綺
麗
な
建
物
を
見
る
こ
と
が
好

き
で
、
高
校
生
の
頃
か
ら
漠
然
と
「
大
学
で
は
建
築

を
学
び
た
い
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
建
築
も
土
木

も
デ
ザ
イ
ン
も
学
べ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
魅
力
で
、

こ
の
大
学
に
進
学
し
ま
し
た
。

　
元
々
が
文
系
ア
タ
マ
だ
っ
た
の
で
、
理
解
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
物
理
が
楽
し
く
な
り
ま
し
た
。

鈴
木
先
生
は
分
か
り
や
す
い
言
葉
で
説
明
し
て
く
れ

る
の
で
、
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
構
造
力
学
に
興
味
を

持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
時
間
を
か
け
て
取
り
組

ん
だ
分
野
な
の
で
、
さ
ら
に
学
ぶ
た
め
に
大
学
院
へ

と
進
み
ま
す
。

　
将
来
は
、
多
く
の
人
々
が
利
用
す
る
公
共
の
建
築

物
や
大
型
の
商
業
施
設
の
設
計
の
仕
事
が
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
利
用
者
の
安
心
・
安
全
を
支
え
る

構
造
設
計
士
と
し
て
建
築
に
係
わ
っ
て
い
く
た
め
に

構
造
力
学
の
知
識
を
磨
い
て
、
武
器
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

１CES 建物における柱脚部の開発
内蔵鉄骨と繊維補強コンクリートから構成されるCES構造は、
両材の相乗効果による高い耐震性とシンプルな両材による優れ
た施工性を持つ構造形式であり、地震大国かつ労働人口不足の
懸念される我が国に適した構造形式である。昨年に建築学会か
らCES建物の設計指針が刊行され、今後の耐震構造の発展に貢
献することが期待されている。現在は検証が不十分であった建
物と基礎の境界にあたる柱脚部の研究開発に着手している。

2 コンクリート系部材の損傷の可視化
圧縮に強く、引張に弱いコンクリートでは地震によりひび割れが
発生する。このひび割れは髪の毛より細いものから数ミリ程度の
幅を持つものの、人間の視力で小さいひび割れを観測することは
困難である。本研究では、変形前後の高解像度の写真データから
ひび割れを可視化するデジタル画像相関法（DIC）を用いて荷重
レベルに応じたコンクリート系構造物の損傷度を評価する。

柱と杭が二方向偏心した
杭頭接合部の配筋の合理化
国土に限りのある我が国では、建物の面積と室内の面積の両方をできる
だけ大きくするために建物柱と基礎杭の軸をずらして設計されることが
ある。このずれは柱と杭の偏心と呼ばれ、建物四隅では柱と杭の偏心が
二方向に生じてしまう。現在、柱－基礎梁－杭を結ぶ偏心杭頭接合部の
合理的な構造設計法は示されておらず、配筋の過密化が問題となってい
る。本研究では、構造実験を通して二方向偏心杭頭接合部の構造設計法
を確立し、配筋の合理化を目的としている。

3

実験室でのコンクリート系部材の損傷の可視化実験の様子 10月に行われた卒業論文中間発表の終了後の様子
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